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本報告書は、株主･投資家の皆さまをはじめとした全てのステークホ

ルダーの皆さまに向けて、当社の中長期的な価値創造に向けた取り組

みについて理解を深めていただくことを目的として発行しています。

本報告書の編集にあたっては、 IFRS財団の「国際統合報告フレームワ

ーク」、経済産業省の「価値協創ガイダンス」などを参考にしています。

編集方針

2022年4月1日～2023年3月31日
一部、上記期間以外の情報も含んでいます。

対象期間

新東工業グループ
（新東工業株式会社 および 国内外のグループ会社）

対象範囲

2023年　6月

発行月
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画に関する記述は、正確であると保証されたものではありません。
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IR情報やサステナビリティ情報などを紹介しています。
株主・投資家の皆様へ
https://www.sinto.co.jp/ir/

ウェブサイト

環境 ………………………………………………………… 37

気候変動への対応……………………………………… 40 

人材 ………………………………………………………… 46

技術開発・ものづくり ………………………………… 54

ステークホルダー ……………………………………… 56

コーポレート・ガバナンス …………………………… 59

取締役会議長メッセージ …………………………… 64

役員一覧 ………………………………………………… 65

コンプライアンス ……………………………………… 68

リスクマネジメント …………………………………… 70

財務・非財務ハイライト ……………………………… 72

１１か年データ ………………………………………… 74

財務データ ……………………………………………… 76

会社情報・株式情報 …………………………………… 80

価値創造の基盤

INDEX 目次

コーポレートデータ事業戦略

価値創造

02 新東工業株式会社 統合報告書 2023 新東工業株式会社 統合報告書 2023 03



01 モノづくりの誇りと自信を共有するグローバル企業集団VISION

02VISION 生きがい、働きがいを共有する人間集団

01 われわれは、つねに堅実にして進取的な態度で事にあたろう

02 われわれは、つねに相互の信頼を深め果断実行を旨としよう

03 われわれは、つねに至誠をもって社会に奉仕しよう

「素材に形をいのちを」

天然の資源を原材料に加工する素材産業。原材料を作り手が自由に「形」づくるのが

素形材産業です。全ての工業製品づくりの第一歩は、素形材づくりからです。

新東は1934年の創業以来、鋳造設備メーカーとしての道を歩み、鋳造分野の技術と

ノウハウを積み重ねてきました。この間一貫して“素材に形を与えいのちを吹き込む”

という思いを社員が共有し続けています。

そして今日、鋳造技術によって積み上げられた多くの技術やノウハウをもとに、技術

の進化と統合と応用を経て、様々な素形材産業の領域へ発展しています。しかし、事

業領域がどれだけ広がろうとも、新東の心は「素材に形をいのちを」なのです。

新東の「新」は「こと新たにして企てて進む」、「東」は「東から昇る太陽」を表すことから、

「希望を抱いて絶えず前進」を意味しています。

力と情熱を合わせて、新時代に向けての飛躍に期待を込めています。

HEART
「信頼される技術を通して人間としての豊かさと成果を」

Human Enrichment & Achievement through Reliable Technology

私たち新東工業はものづくりの心を大切にし、社会に貢献したいと

いう想いから、創業間もない頃より世界に通用する技術を追求する

歴史を歩んできました。その技術を通じ、お客さまとの信頼関係を築

き上げ、ともに発展していきたいという想いを表現したものが経営理

念である「HEART」です。これからも私たちは、技術を進化させるこ

とによりお客さまに、社会に貢献し続け、皆さまとの絆を深めてまい

ります。

1962年（昭和37年）10月、様々な困難を乗り切り、鋳造機械製造に企業生命を賭けて歩んできた

不屈の精神と気風を明文化するため、次の3カ条からなる社是を制定しました。

モノづくりの新たな価値を創造し、世界のお客さまと感動の共創を実現します

世界のお客さまと感動の共創

経営理念 社是（行動指針）

事業領域

シンボルマークは、ダイナミックに燃える炎で新東の行動力を表すと

ともに、お客さまと新東が互いに握手をしている信頼の絆を表してい

ます。そして、昇る太陽のように、発展していくという決意を示していま

す。また、「New Harmony>>New Solutions™」は、ブランドコンセ

プトの「技術の差別化」・「信頼のサポート」をグローバルに宣言する

ブランドスローガンです。新東工業グループは、関係する全ての人と

の絆を深めることにより、仲間とともに未来につながる新しい提案、

解決策を提供し続けていくことを目指しています。

ブランドMission Statement

長期ビジョン

国産第1号造型機C-11型（1927年）（日本機械学会「機械遺産」認定） 歩
み
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当社の創立は1934年、その前身は1923年に創業者である久保田長太郎が始めた「久保田鋳造所」に遡ります。

久保田長太郎は、前職である豊田式織機株式会社において、豊田佐吉氏の薫陶を受け、鋳物工場の機械化に取り組みました。

1927年に、国産第1号の造型機、C-11型モールディングマシンを完成させ、当社は鋳造機械メーカーとして第1歩を歩み始めました。

その後事業領域を拡大させ、表面処理、環境、特機、関連事業を展開し現在に至っています。
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豊田自動織機製作所で豊田佐吉氏の薫陶を受
けた久保田長太郎がモールディングマシン（造
型機）の開発に着手し、国産第1号の造型機を
製作しました。その後、鋳造機械製造の技術開
発を進め、1934年に新東工業の前身である久
保田製作所を設立したのが当社の原点です。日
本の鋳造技術の向上と鋳造設備の国産化に尽
力し、日本の近代化を支えました。

戦後の混乱期を乗り越え、さらなる発展に向け、造
型機単体だけでなく鋳物の製造工程全体をカバ 
ーする鋳造プラントの開発を推進しました。この
間、表面処理、環境、搬送分野へ事業の多角化を進
めるとともに、米国ホイールアブレーター社との提
携により技術力の向上が加速しました。創立25周
年（1960年）には、次の成長に向けた転換期と捉
え、新東工業へと改名しています。

「総合エンジニアリング体制」「国際的企業への飛
躍」を旗印に企業基盤の充実を図りました。鋳造で
は「Vプロセス」「静圧造型法」などの画期的な技術
の開発により世界の注目を集めることとなりまし
た。そして、台湾を皮切りに欧州、北米、南米、東南
アジアと海外拠点を整備し、現在のグローバル基
盤の礎を築いていきました。

事業環境が大きく変化する中、進化し続ける組織
作りに向けた企業体質の強化に加え、米・欧・アジ
アの世界3極体制を確立し、海外への技術移転を
積極的に進めました。また、事業ごとの独立採算を
進めるとともに、新たな収益源として設備メンテナ
ンス・アフターサービス事業の強化・充実を図り、
利益体質を確立する3魅一体のビジネスモデルを
構築しました。

人材に関する独自の考え方「活人主義」を打ち出
し、人材の育成と活性化を強力に推進してきまし
た。また、新東工業グループとしての連結体制強化
に向け、国内外のグループ会社を再編、コンプライ
アンス、リスク管理を含むガバナンス体制を強化し
ました。さらに、時代の変化が徐々に激しくなる中、
社会のニーズに即応し、EV、ロボット、医療関連の
新分野の技術開発に着手してきました。

2034年の創業100周年に向け、社会に認められ必
要とされる企業として、SDGs達成、カーボンニュ
ートラル実現など持続可能な社会の実現に貢献し
ていきます。さらに、社会のニーズに応えられるよ
う、今まで培った技術の応用により、さらなる技術
開発を進め新たな価値を提供することで、企業価
値の向上につなげていきます。

粉体処理技術の深化

機械装置のメカトロニクス化

セラミックス製品の拡充

1927
国産初の造型機Ｃ-11型の完成（機械遺産88番目に認定）

1951
総合プラント第一号

1974
Vプロセスの開発

1977
静圧造型法の開発

2000
エアレーションの開発

鋳造のコア技術（造型技術）の深化　/　鋳造プラントの商品力強化 （砂処理、中子、注湯、冷却、後処理） 鋳物づくりの未来を変える鋳造技術

2014
SINTO SMART FOUNDRY®

1988 サーボシリンダ 1989 液晶パネル貼り合わせ装置

1993構造セラミックス（平板・立体形状、長尺・大型）

1927 202219701934 1940 1950 1960 1980 1990 2000 2010

鋳造プラント技術の応用

バレル研磨機用の消耗品として開発に着手
鋳造のＶプロセス技術をセラミックスの成形へ応用

1935 混錬 1950空気輸送 1970ふるいわけ 1972 造粒

鋳物の砂処理から派生

1927～

造型機は全て輸入に依存。日本は鋳物
づくりの技術が乏しく、造型機本来の機
能を発揮することが至難だった。

1955～

高度経済成長期（1955～1973年）に入り、自動車需
要の急速な進展に併せて、銑鉄鋳物生産は急拡大。増
産の必要性から設備投資意欲が高まり、鋳造機械の
需要が増加。

1967～

高度経済成長は国民生活を豊か
にする反面、公害問題が深刻化。
公害対策基本法が公布される。

1973～

石油危機の始まり。石油の99％を
輸入に頼ってきた日本の産業は、
大打撃を受ける。

2008～

リーマンショックにより、米国や欧州のみなら
ず、新興国の景気も急速に悪化し、積極的な
グローバル対応を推し進めてきた日本の製造
業も影響を受け、設備投資関連業界が鈍化。

2011～

東日本大震災の発生で建造物、鉄道・道路・
空港・電力・ガス・通信をはじめとするインフ
ラ、企業の損害、また被災地域のみにとどま
らず、日本中のサプライチェーンが壊滅的な
損害を受ける。

2018～

グローバル化からの成長期に続き、コロナ禍による時
代変化。第4次産業革命でAI、IoT、EVシフトが急速
に変化し、新たなビジネスモデルや生活様式が生まれ
る。情報技術を活用した仕事の進め方や多様な働き方
が求められる。

1990～

急激な金融引き締めにより、
異様とも言える熱気に包
まれていた日本のバブル経
済が崩壊。デフレ経済へと
突入。

新東工業グループの創業 鋳造技術の深化 企業基盤の整備と海外展開 成長に向けた企業体質の強化 One Global Sintoの強化 持続可能な社会の実現に向けて
1934年～1945年 1946年～1973年 1974年～1990年 1991年～2005年 2006年～2017年 2018年～

鋳造事業

培った技術・ノウハウに新たな技術を付加し、新事業分野へ挑戦

特機事業

2009 精密電動プレス
パワー半導体テスタ

2019 高圧ロールプレス
電池製造システム

● EVの生産に欠かせない技術
2015定量補給・調合・ハンドリング

● 電子・電池分野に貢献する技術

2019力覚センサ
● 製造工程を変える自動化技術

2022３Dものづくり2017セラミックス３Dプリンター
● ものづくりが進化する3D技術

新事業

製品表面の可能性を拡げる表面処理技術鋳物部品の後処理
1956ピーニング

2015 金属磁性粉末
微細・精密加工 2022異種材料接合2014表面評価技術

鋳物の後処理から派生

表面処理技術の追求投射材・研磨材の拡充　/

1962スチールショット、研磨材
バレル研磨

1950ショットブラスト国産１号機
砂落とし、バリ取り

表面処理事業

1950 集塵

工場の労働環境改善
1990ダイオキシン除去 2000ガス処理 2016ニオイ検知

働く人の安心につながる環境技術公害防止
1972工場排水処理

2020 磨き床
2021 粉塵火災対策システム

鋳物工場の公害防止から派生

環境事業

マテリアルハンドリング技術の強化 物流業界を支える搬送技術
1958ローラコンベヤ 1970シザーリフト 1994クリーンロボット 2016積み込みの合理化1999車いす用段差解消機

㈱メイキコウへ出資、子会社化

搬送事業

（注）グラフは売上高の推移を表したものです。

歩み HISTORY
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